
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」
の育成

①授業改善
②誰一人取り
   残さない取組
③学校・家庭・
 　地域の連携

①授業力向上を目指した授業改
善の校内研修会を実施する。

②誰一人取り残さない個別最適
な学びを実現する。

③家庭・地域や校区内のこ幼小中
学校と連携し、学力向上、学びに
向かう力を推進する。

①全国学力調査、学校評価、授業
評価アンケート等をもとにわかり
やすい授業を目指す。

②ＩＣＴ機器を効果的に活用し
個々に応じたわかる授業づくり
に取り組む。

③校区内のこ幼小や家庭との連
携を推進する。地域の協力を得た
土曜スクールを行い、基礎基本の
定着を図る。また、ホームページ
や学校だより等を通して、本校の
様子を発信する。

①授業は「わかりやすく楽しい」と
感じる生徒の割合を75％以上に
する。

②「先生は、教え方に工夫をして
いる」と感じる生徒の割合を
90％以上にする。

③校区内のこ幼小の合同研修会
を年１回実施する。土曜スクール
を年12回実施する。また、ホーム
ページを月10回以上、学校だよ
りや学年だよりを月４回以上発行
する。子どもたちが学習に向かえ
るように保護者にも普段の宿題
においても情報共有する。また、
教室内のホワイトボードを活用し
宿題を明示する。

A

①79.8％と目標数値を上回ることが
できた。ICT機器の効果的な活用方
法や、さらに、個に応じた最適な活用
を充実させていく。

②94.4％と目標数値を上回ることが
できた。継続して、生徒の探究心を高
めるための授業改善に努めていく。

③校区内のこ幼小中の合同研修会を
実施することができた。土曜スクール
を年12回実施することもできた。
ホームページを平均月44回更新する
ことができた。学校だよりや学年だよ
りを平均月13.5回発行することがで
きた。

①引き続き継続して、子どもたちの可
能性を引き出すために、個に応じた授
業改善に努めていく。

②引き続き継続して、ICT機器の有効
な活用方法を見いだしていく。

③引き続き継続して、こまめに①学校
だよりや学年だよりの配付、②家庭連
絡や家庭訪問、③オープンスクールの
開催、④ホームページの充実や
Google配信、⑤放課後学習や土曜
学習等の補習学習、⑥ＰＴＡとの合同
研修会を行い、保護者や地域と情報
共有を図っていく。

・授業力の向上をめざし授業研究を通
して先生方のきめ細やかな指導が学
力の向上に大きくつながってきてい
ることから大いに評価できる。
・全国学力学習調査からの結果からも
着実に学力が定着している。
・テスト前に課題を沢山持ってかえっ
ておりそれに追われている印象があ
る。例えば得意科目は選択性にして苦
手な科目を重点的取り組むなど個に
応じた学習ができればいいのではな
いか。
・学校の様子がホームページ等で積極
的に配信をもらえることは、保護者に
とってたいへん安心する。来年度も継
続た取り組みを期待する。
・土曜学習の先生方のきめ細やかな
指導に感謝する。とくに、３学期に３
年生対象に面接練習をしてくださっ
たことは、生徒にニーズによくあった
非常によい取り組みである。

新しい時代に対
応した教育の推
進

①情報活用能力
   の育成
②英語教育
   の充実
③デジタル化
   の促進

①ICT機器を使用した情報活用
能力の向上を目指し、積極的に
ICT機器を活用する。

②英語教育の充実を図り、グロー
バル化に活躍できる人材を育成
する。

③デジタル社会を見据えた教育
を推進する。

①教職員及び生徒が、ICT機器
を使用し、調べた内容を資料にま
とめ紹介できるようにする。

②グローバル社会に適用できる
英語教育（読む・書く・話す）を充
実する。

③タブレット端末を有効に活用さ
せるために、授業や家庭学習にお
いて、ＡＩドリルやデジタル教科書
を効果的に活用する。

①７５％以上の生徒がＩＣＴ機器の
アプリを使用し、効果的にプレゼ
ンすることができるようにする。

②ＣＥＦＲによるＡ１レベルを全国
の平均値以上にする。

③毎日授業のライブ配信を行う。
また、ＡＩドリルまたはデジタル教
科書を毎時間授業で活用する。

A

①全国学力・学習状況調査では、ＩＣＴ
の活用は91.1％の生徒が毎日使用し
ていると回答し、目標数値を上回るこ
とができた。

②3年生でCEFRのA1レベルが136
人だった。全国の平均を上回る54％
の3年生がCEFRのA1レベルに到達
することができた。

③授業のライブ配信の整備が遅れた
が、すべての学年でライブ配信を行う
ことができた。ＡＩドリルやデジタル教
科書の効果的な活用を検討する必要
がある。

①学習内容を深め、学力向上を図る
ための効果的な活用について研究を
推進する必要がある。

②英語教育（読む・書く・話す）の充実
を図り、グローバルに活躍できる人材
を育成する。

③授業のライブ配信による学級支援
を通した誰一人取り残さない学習環
境づくりを継続していく。AIドリルに
ついては、終礼学習や家庭学習など
積極的かつ効果的な活用方法を工夫
していく。

・ICT機器の活用や英語教育の充実
が生徒の学びたい意欲につながって
いることが大いに評価できる。
・授業参観等に参加したときにそれぞ
れの学級での授業の様子から先生方
のきめ細やかな指導の工夫を感じる
ことができた。しかし、主体的に深い
学びを進める上ではさらに生徒が課
題意識を持って話し合う場や振り返
る場を持つことも必要に感じる。少し
先生がていねいにしゃべりすぎな場
面も見受けられた。
・新しい時代に活躍できる人材育成に
おいて、英語教育は不可欠である。コ
ミュニケーション能力の向上を意識し
た効果的な英語の授業を通して実践
的な英語力を身につけてほしい。

「豊かな心」
の育成

①道徳教育
   の推進
②いじめ等の
   未然防止、
   早期発見、
   早期対応に
   向けての
   組織的な取組
   の推進
③不登校の
   児童生徒や
   その保護者
   への支援体制
   の充実
④体験活動等
   の実施

①「考え、議論する道徳」及び「心
の教育」を推進する。

②いじめ問題への対応力の向上
に取り組む。

③不登校の予防に努める。

④体験活動等を通じて、生徒の主
体性を育成する。

①道徳教育を充実させるために、
道徳のローテーション授業を行
い、道徳教育における指導力の
向上に努める。また、すべての教
育活動を通して、思いやりの心や
進んであいさつする習慣等を醸
成していく。

②いじめアンケートや教育相談ア
ンケートを行うことで、いじめの
早期発見に向けて取り組む。

③不登校対策支援チームをつく
り、体制の充実や心の居場所のあ
る学校づくりに努める。また、必
要に応じてSCやSSWなどの関
係機関と連携する。

④達成感や自己有用感を高める
ため、体験活動等を充実させ、生
徒の主体性を育成する。

①「自分を大切にすることや、他
の人への思いやりについて教え
てもらっている」の生徒の割合を
80％以上にする（Ａ評価で50％
以上にする）。

②「学校へ行くのが楽しい」とい
う生徒の割合を昨年度以上にす
る。

③「先生は生徒の悩みごとや不安
に親身になって相談にのってくれ
る」という生徒の割合を90％以
上にする。

④体験活動を学期に１回以上行
う。また、「学校行事は楽しい」と
いう生徒の割合を前年度よりも
増やす。

B

①「自分を大切にすることや、他の人
への思いやりについて教えてもらっ
ている。」と答えた生徒の割合が
93.5％で、目標数値を達成すること
ができた。

②「学校へ行くのが楽しい」と答えた
生徒の割合が前年度81.8％で、今年
度は83.3％だったので、目標数値を
達成することができた。

③「先生は生徒の悩みごとや不安に
親身になって相談にのってくれる」と
回答した生徒の割合が88.1％で、目
標数値を1.9ポイント足りなかった。
今後、100%を目指していく。

④「学校行事は楽しい」と答えた生徒
の割合が前年度89.3％に対して、今
年度は90.8％だったので、目標数値
を達成することができた。

①今後も道徳のローテーション授業
を実施し、教員の指導力向上を図り、
すべての教育活動を通して、思いやり
の心を育んでいく。また、道徳・人権
教育講演会を実施し、外部人材によ
る教育の推進を図っていく。

②いじめの未然防止、早期解消に向
けた取組の充実を継続していく。

③多様な課題を抱える生徒に寄り
添った適切かつ迅速な対応を行って
いく。また、研修会等を通して、カウン
セリングマインドの研修を充実してい
く。さらに、業務改善を図り、生徒と向
き合う時間を確保していく。

④今後も様々な場面において、自己
肯定感や自己有用感を高められる教
育活動を積極的に行う。また、継続し
て生徒主体の行事や体験活動を実施
していく。

・いじめや不登校の問題について学校
全体で取り組み、生徒の自尊感情の
醸成に取り組んでいることは評価で
きる。今後、さらに子どもの心に寄り
添う教育を期待している。
・現在の不登校の形態は様々である。
数だけで判断するのではなく、個々の
子どもの実態把握を密に行い校内委
員会を中心に関係機関との連携等を
進めて取り組みの強化に期待する。
・生徒の抱えている悩み等が多様化、
複雑化している。教師のカウンセリン
グマインドの向上は不可欠である。
個々の子どもたちの課題に対応でき
る具体的な研修会の企画立案を希望
する。
・子どもたちの自己有用感を高めるた
めに様々なことを体験できる機会を
多く持ち、「できた」という達成感を自
覚できる場を多く取り入れられる教
育活動の企画を希望する。

「健やかな体」
の育成

①児童生徒の
　 体力向上の
　 促進
②魅力ある
　 部活動の推進
③発達段階に
　 応じた健全な
　 食育の推進

①運動の習慣化を図る。

②部活動の活性化を図る。

③規則正しい生活習慣の獲得を
図る。

①主体的に体力向上に取り組む
生徒を育成する。

②充実させる内容（目標）を各部
活動で持たせ、活動していく。部
活動で学んだことが、実生活で役
に立つことを実感させる。

③生徒が自ら、生活リズムについ
て意識を高めさせる。また、早寝・
早起き・朝ごはんについて家庭と
連携する。

①体力・運動能力、運動習慣等調
査で男女とも全国平均以上にす
る。

②「部活動が充実している」と感
じる生徒の割合を90％以上にす
る。

③規則正しい生活習慣を送って
いるという生徒の割合を80％以
上にする。

B

①体育の授業や、運動部の充実等に
より、全国平均を男子は9.84ポイン
ト、女子は3.7ポイントを上回ること
ができた。

②89.1％で、0.9ポイント目標数値を
下回った。

③７7.2%で、2.8%ポイント目標数
値を下回った。計画的に家庭学習す
る時間や、適切なスマホの利用習慣
等について指導していく必要がある。

①主体的に運動に取り組む生徒の育
成に向け、運動の楽しさを感じる工夫
のある授業改善に努める。また、運動
習慣や生活習慣の大切さを発信して
いく。

②地域部活動が進む中、スポーツや
文化芸術活動に親しむことができる
機会を確保していく。

③「早寝早起き朝ごはん」及び、規則
正しい生活習慣について、学校だより
や保健だより等を活用して発信し続
け、家庭と連携して改善していく。

・アンケート結果から数値が少し減少
した傾向もあるが、取り組みとしては
適切であると考える。
・地域部活動について、生徒がやりが
いを持って取り組める場の提供が適
切に行えるように願っている。
・本年度の取り組みをさらに充実さ
せ、天王寺川中学校ならではの体力
維持向上システムが継続していくこと
を期待する。

①主体的な進路選択を支援する。

②スクールカウンセラー、スクー
ルソーシャルワーカーを積極的に
活用する。

③教育相談を充実させる。

①保護者と連携し、個に応じた能
力・適正・実態を踏まえた進路指
導を行う。

②スクールカウンセラー、スクー
ルソーシャルワーカーと積極的に
連携する。

③教師間の情報交換、情報共有
を密に行う。すべての教育活動を
通じて、生徒の自己肯定感、自己
有用感の醸成に努める。

①「学校は、進路について情報を
保護者に知らせるとともに、適切
な進路指導を行っている」の保護
者の割合を80％以上を維持し、
その中でもよくあてはまるを
30％以上にする。

②スクールカウンセラー、スクー
ルソーシャルワーカーと連携し、
不登校生の割合を昨年度以下を
年間通して達成する。

③「先生は生徒の悩みごとや不安
に親身になって相談にのってくれ
る」という生徒の割合を90％以
上にする。

B

①83.5%で、目標数値を上回ること
ができた。また、あてはまるの割合は
31.6%とともに目標数値を上回っ
た。さらに、全学年80％以上を上回
ることができた。

②不登校出現率を前年度比34%削
減することができた。

③昨年度86.2%、今年度88.1%で、
昨年度よりも増加したが、目標数値を
1.9ポイント下回った。

①ホームページや進路通信等を通し
て保護者に進路情報を伝えるととも
に、一人ひとりの進路を見据え、きめ
細やかな個別の指導を行っていく。

②学校が安全、安心な居場所づくりに
努める。また、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカー、関係機
関等と連携し、誰一人取り残さない教
育を推進する。

③教育相談期間を増やしていく。ま
た、積極的に生徒の様子を観察した
り、声かけを行ったりしていく。

・学校の教育相談システムを向上させ
るため、スクールカウンセラーや関係
機関との連携を密にした取り組みを
今後も期待する。
・生徒への支援体制を充実させるた
めに支援員等のさらなる配置を市教
委に要望する。
・多様な状況を抱えている中、中学校
を卒業した後の進路に様々な可能性
があることは大きな励みとなる。今後
も学校から積極的に進路に関する情
報提供を期待する。

①伊丹特別支援学校と連携する。

②特別支援教育の充実を図る。

①特別支援学校の生徒との交流
及び、共同学習から相互に理解を
深める。

②特別支援教育推進委員会の体
制を整え、一人ひとりの教育的
ニーズに応じた教育を充実させ
る。

①事前に打ち合わせを十分に行
い、年に２回交流を行う。また、適
宜コンサルテーションを活用す
る。

②特別支援教育推進委員会を月
に１回開催する。

A

①年２回の交流を行うことができた。
また、年2回、コンサルテーションを行
い、専門的な対応が図れた。

②特別支援教育推進委員会を月に１
回開催することができた。

①引き続き継続して、年２回の交流を
する。また、コンサルテーションを活用
し、一人ひとりの生徒に対するきめ細
やかな適切な対応に努めていく。

②すべての生徒の学びを支えるた
め、積極的に生徒と保護者との合意
形成や、教師間の共通理解を図り、合
理的配慮に努めていく。

・特別支援教育推進委員会の開催に
より支援を必要とする生徒に対して
合理的な配慮が進められる教育環境
の整備を期待する。
・校区内に特別支援学校があることを
強みとして、コンサルテーション等を
通して教職員の特別支援教育に関す
る知識の習得に努めてほしい。
・校区の小学校との交流について効
果的なあり方を検討してほしい。

①校内外で研修に努める。 ①校内外の研修会に積極的に参
加する。

②校内研究授業、アップデート研
修を実施し、指導力向上を図る。

①校内外の研修に平均10回以上
参加する。

②校内研究授業を２回、アップ
デート研修を６回実施し、OJTを
活かした指導力向上を図る。

A

①校内外の研修に平均１２．５回に参
加することができ、昨年度より１．９ポ
イント上昇した。

②校内研究授業を年２回、アップデー
ト研修を８回開催することができた。

①主体的に学び続けられるように、年
間研修計画等を作成する。また、職員
が研修に参加しやすいよう回数・内容
等を精選していく。

②授業力及び、指導力の向上につな
がるよう校内研修、アップデート研修
の充実を図る。

・本年度の成果を踏まえて、教職員の
資質の向上に向けて、校内の研修体
制を構築し、主体的で深い学びが習
得できる研究研修計画を策定するこ
とを期待する。

① 自ら学び考える主体的な力を育む。② わかった、できたと実感できる授業を展開し、基礎・基本の定着及び活用する力の向上を図る。③ 自己肯定感の醸成に努める。④ 問題
行動や不登校生徒の減少に向けた未然防止・早期対応の充実を図る。 ④ ホームページ、Google Classroomを活用し、天王寺川中学校の教育を積極的に発信する。

施策目標
基本施策

令和５年度(2023年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立天王寺川中学校】                                                                                               

重　点　目　標

教　育　目　標 夢と誇りのある生徒の育成　～自ら学び、考え、行動する力と、豊かな心を育む～
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学
　
校
　
教
　
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制
の充実

①キャリア教育の推進
②ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・
　 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
　 の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校
　 の活性化
②特別支援教育
   の充実



①コミュニティ・スクールの充実
を図る。

②地域・保護者との連携を図る。

①学校・家庭・地域の連携・協働
体制の一層の充実を図る。

②ＰＴＡの主催行事・地域の行事
等に積極的に参加する。

①学校運営協議会を年３回開催
し、生徒、保護者、地域の希望に
応え信頼される学校運営を行う。

②「保護者や地域の人とともに積
極的に活動している」の教師の割
合を75％以上にする。

B

①『天中 夢サミット』を含め、学校運
営協議会を年５回開催することがで
きた。

②コロナ等の影響もあり、69.45%
と目標数値を下回った。今後の活動
の仕方について検討する必要があ
る。

①学校運営協議会を年3回以上開催
するとともに、熟議した内容を職員と
共有し、学校運営に反映していく。

②生徒たちに地域の一員である自覚
を育むためにも、PTAなどと協議しな
がら、今後の地域との関わりのある行
事や活動を検討していく。

・学校運営協議会の認知度が市内に
おいても広げて行くことが課題に
なっている。運営協議会の協議内容
を職員や保護者及び地域と共有でき
るようなシステムの構築が必要であ
る。
・「天中夢サミット」では生徒の主体的
な活動を感じることができた。
・地域との関わりで、生徒のアイデア
を活かしながら主体的な活動ができ
る機会が増えていくことを期待する。

①防犯訓練・防災教育の充実に
努める。

②安全・安心な教育環境の充実を
図る。

③子どもの交通安全対策の充実
を図る。

④学校施設の整備体制を整え、
維持保全に努める。

⑤働き方改革を、より一層推進さ
せる。

①危機管理マニュアル等を活用
し、的確な防災教育を実施する。

②感染症対策、熱中症対策等の
充実を図る。

③生徒一人ひとりが正しい交通
ル－ルを理解し、交通安全に努め
る。

④それぞれの場所において、環境
設備を点検する。

⑤業務改善委員会を行い、働き
方改革の充実及び、業務におい
てデジタル化を図る。また、超過
勤務時間の削減を推進する。

①防犯や災害が発生した際の対
応を身に着けるため、年２回の避
難訓練を実施する。

②熱中症対策及び感染症対策の
見直しや協議を行うため、検討委
員会を５回以上実施し、未然防止
及び初期対応の充実を図る。

③「学校で交通ル－ルや安全な学
校生活の仕方等を教えてもらっ
ている」の生徒の割合を90％以
上にする。

④それぞれの場所において、月１
回破損個所や修理の必要な箇所
を点検する。

⑤業務改善委員会を年３回開催
する。また、時間外勤務の月60
時間以上の教職員を１割削減す
る。

B

①防犯や災害が発生した際の対応を
身に着けるため、年２回の避難訓練を
実施することができた。

②新型コロナウィルス感染症5類移行
に伴い、検討委員会を廃止した。

③95.2%で、目標数値を上回ること
ができた。すべての生徒に身につけさ
えていく必要がある。

④それぞれの場所において、月１回破
損個所や修理の必要な箇所を点検を
行うことができた。ただ、美化活動を
推進するために、清掃用具の充実が
必要である。

⑤時間外勤務の月60時間以上の教
員を１割削減することができた。ま
た、業務改善委員会を３回開催するこ
とができた。ただ、特定の職員に校務
分掌が偏りが見られた。

①年２回の避難訓練の他、地震対策
や不審者対応等も身につけさせてい
く。

②保健室からの情報発信を中心とし
て、熱中症や感染症対策を徹底して
いく。

③交通安全教室の実施時期等の見直
しを行う。また、様々な機会を通して
交通ルールの遵守等について指導し
ていく。

④引き続き継続して、生徒にとって、
安全、安心な学校づくりを推進してい
く。また、美化活動を充実させるため
に、清掃用具を整備していく。

⑤分掌のメンバーや学年職員同士で
共助の精神を涵養していく。また、
OJTを機能させ、業務の適正化とス
クラップを図っていく。

・いつどこで生徒が災害に巻き込まれ
るのかわからない。日々の生活の中
で想定される場面を想像した防犯防
災教育の推進を期待する。
・道路交通法の改正で自転車に関す
ることが取り上げられている。学校の
教育活動全般において自転車を含め
た徹底した交通安全に関する指導を
期待する。
・職員の働き方改革と生徒へのきめ
細やかな指導は相反するものであ
る。先生方の負担をなくすために改革
が必要なことについては積極的に取
り組んでほしい。
・校務分掌など一部の教師に偏りが
出ないように、グループやチーム体制
での業務も効果的に取り入れていく
ことが必要である。

安全・安心な教育環境
の充実

①学校園防犯訓練・
   防災教育の充実
②子どもの安全対策
   の推進
③交通安全対策
   の推進
④学校園施設の
   整備・維持保全
⑤学校における
   働き方改革の推進

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
　本校の教職員とともに一丸となって、子どもたちとって、学校が『心の居場所』となる『魅力ある学校づくり』に努めてまいります。そのためには、「学力向上」「不登校の未然防止」と、先行き不透明で予測困難な時代を生きる
子どもたちにとって必要不可欠な「人間力」「つながる力」を育成してまいります。また、学校運営協議会で熟議を重ね、「子どもの最善の利益」を視野に入れた教育を推進してまいります。そして、子どもたちにとって「毎日、行
きたい学校」、保護者にとって「毎日、通わせたい学校」、教職員にとって「働きがいがあり、自分自身の能力を存分に発揮できる勤めたい学校」、さらに、地域にとって「誇れる学校」になるよう努めてまいります。
＜学力向上＞
　子どもたちがこれからの未来を逞しく生き抜くための「確かな学力」の定着を図ります。そのためには、教師の授業力・指導力を向上させることはもちろんのこと、「ＤＸ化の推進」「主体的・対話的で深い学び」による授業改善
を図ります。また、「個別最適な学び」「協働的な学び」を推進します。さらに、家庭・地域との連携を進め、家庭学習の定着及び土曜スクールや放課後学習の充実に努めてます。
＜不登校の未然防止＞
　わかる授業や感動のある行事等を通して、子どもたちの自己肯定感や自己有用感の醸成を図ります。そして、すべての教育活動を通して「魅力ある学校づくり」を推進し、誰一人取り残さないように、学校が子どもたちに
とっての「心の居場所」となるよう努めます。

いつも天中生のために全力を注いでいただいていることに感謝する。校長先生のリーダーシップのもと、学校教育目標の具現化に向けての先生方の取り組みに感謝している。生徒が明るく素直に勉学に励んでいる姿を目を
細めながら見ているが着実に学校力が向上してきていることを実感している。今後とも、将来の日本を支えてくれる人材を立派に育成していただくことを期待する。
本年度の学校評価については大いに評価している。特に主体的で深い学びを推進していくため、生徒の学力の向上に積極的に取り組んでいたことは大いに評価できる。義務教育の最後の３年間、何らかの形で社会に出て行
く生徒たちにとって、自ら考えたり、課題を見いだしたりして主体的に深い学びを得ることは必要不可欠である。生徒一人ひとりの抱える悩みなども複雑化、多様化しているなかではあるが、職員一丸となって研修を進めな
がら教育活動に当たっていくことを期待している。
３年生が卒業式に「天王寺川中学校の生徒でよかった」と実感できるように、来年度も本年度の成果と課題を検証し生徒の実態を踏まえて「誰一人取り残さない」教育の推進に取り組むことを期待する。

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学校を支える組織体
制の整備

①コミュニティ・
   スクールの充実
②地域と学校の
   連携・協働体制
   の構築


